
























要約:1.1987 から 1992 までに石川県立中央病院産婦人科を訪れた妊婦のサイトメガロウ

イルス(CMV)抗体保有率は、80.4%であった。CMV 抗体陰性の増加は,若年層に著名であっ

た。この傾向は,妊娠中の初感染の増加の可能性を示唆するものである。

2.妊娠中の CMV 初感染 2例を ELISA 法による抗体測定と PCR 法を用いた遺伝子検出によっ

て診断した。しかし,両検査法とも実用化にはさらに検討が必要と思われた。

3.ELISA の半定量性について検討し,検査データ評価方法として導入可能と判断した。


